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愛媛県新居浜警察署協議会会議録 

（令和６年度第２回） 

日

時 
令和６年11月13日（水曜日）午後２時40分～午後４時20分 

出
席
者 

１ 警察署協議会側 

会長以下９人 

２ 警察署側 

  署長以下11人 

議 
 

事 
 

概 
 

要 

１ 会長挨拶 

⑴ 警察活動に対する謝辞 

 ⑵ 積極的な意見交換の依頼 

２ 署長挨拶 

 ⑴ 警察活動の支援や協力に対する謝辞 

⑵ 諮問の概要説明 

３ 業務推進結果等の説明 

令和６年６月から令和６年９月までの業務推進結果及び令和６年10月

から令和７年１月までの業務推進計画について、各課長が説明した。 

４ 諮問及び答申 
 

諮問 答申 

災害対策にかか

る関係機関との

連携について 

消防・医療機関等との連携が重要だと思うの
で、普段から交流を持ち、人員や装備等につい
て情報交換・共有を図ることが必要があると思
う。 

東日本大震災や能登半島地震の例を見ると、
道路が寸断されたりして交通が途絶した事実が
あり、交通を早期に復旧するため砕石業・建設
業との連携も必要。 

民間企業にもドローンや衛星電話等、災害救
助活動に有用な資機材を保有していることか

ら、それらを把握し、協力体制を構築すること
が必要。 

行政だけでなく広く地域住民を巻き込んだ訓
練が必要。 
また訓練を通じて関係機関の任務分担を明確

にし、停電に備え、夜間の訓練も実施するとよ
いと思う。 

報道機関とも連携し、訓練状況について広報
活動も積極的に行うべき。 
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議 
 

事 
 

概 
 

要 

５ 質疑・応答 
【委員】 

  警務課の活動報告に高校生を対象に剣道教室を実施したとあるが、
柔道教室は実施しないのか。 

 【警務課長】 
  今後、実施の可否を検討する。 
 【委員】 
  歩道橋について、高齢者は体力的に渡るのが苦しくなってくるが、
歩道橋のある場所では歩道橋を渡らなければいけないのか。 

 【交通調査官】 
  原則として歩道橋のある場所では横断歩道の設置はできないことと
なっている。 

  過去、他県の事例ではエレベータ付きの陸橋を設置した事例もある
が、利用する者が極端に少ないという結果を聞いている。 

  歩道橋のついていない対面に横断歩道を設置する等しているが、高

齢化が進む中で、どのような対策が効果的か検討中である。 
  現状では、遠回りになっても横断歩道のある場所を横断するよう指
導広報していく。 

 【委員】 
  長田交差点が大渋滞するので規制の変更で解消できないか。 
 【交通調査官】 
  当該場所は、道路形状の変更、規制の変更を含め渋滞緩和の対策を
検討しているところで、交通の安全確保を最優先に周辺交通のバラン
スを見ながら改善していく方針である。 

 【委員】 
  イオンで開催されたふれあいフェスタはとても良いイベントで、参
加した知人からはとても楽しかったと聞いているが、平日に開催され

たため参加できた人は限られていたのではないかと思う。 
  土日や祝日等、休日に実施できないか。 
 【地域調査官】 
  来年１月13日成人の日(祝日)に１１０番の日のイベントを計画して
おり、様々な警察広報を実施予定である。 

  期日が近づけば広報を行うので、是非多くの方にお越しいただきた
い。 

 【委員】 
  ＪＲの踏切付近の交通状況について、踏切と信号のタイミングが合
わないため渋滞が発生するうえ、高校生の乗った自転車が車を縫うよ
うに走っており危険である。 

  自転車の通行帯をカラー舗装や地面を塗装する等して通行場所を整
理するとともに、信号を踏切と同期させることはできないか。 

 【交通調査官】 
  信号の管制システムとＪＲの運行管理はリンクしていないため信号
と踏切を同期させることはできない。 

  高校生に対しては、踏切を通らないよう学校からも指導していると
ころであり、引き続き警察としても安全のため通行方法について指導
を行っていく。 

  カラー舗装や地面への塗装については、警察の権限ではなく、道路
管理者や地権者であるＪＲが実施するものとなるので、関係機関と連
携し、安全対策を推進してまいりたい。 
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 【委員】 
  災害時用の食糧の備蓄はしているのか。 
 【会計調査官】 
  毎月一定の金額を徴収し、３日分の食糧を備蓄し、署に保管してい

る。 
  ５年に一度署員に払い下げ、常時消費期限内の物を保管している。

なお、払い下げ時点では消費期限は残っており、自宅において備蓄
食料を消費することで、非常食がどのようなものか知ることができ
る機会ともなっている。 

 【委員】 
  ３日分の食糧ということであるが、活動がそれ以上の日数におよぶ
場合、どうするのか。 

 【警備調査官】 
  あくまでも初期対応用としての備蓄食料であり、活動の内容や期間
により、必要となる物資も異なるが、適切な部隊活動を行う。 

 【委員】 
  新居浜警察署は建て替えが予定されているが、せっかくの機会なの
で、取り壊しの際に災害救助訓練を実施してはどうか。 

 【警備調査官】 
  消防等と合同で訓練を実施できないか調整を行っているところであ
る。 
実際の建物で装備品を活用して救助訓練を実施する機会は少ないた

め、この機会を有効に活用して訓練を実施したい。 
 

新居浜警察署協議会開催状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 


